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平成 28 年（2016 年）鳥取県の中部に発生した 
地震に関する情報

「第一報」（2016 年 10 月 24 日）
地質調査総合センター 1）

https://www.gsj.jp/hazards/earthquake/tottori2016/index.html　より転載

平成 28 年（2016 年）10 月 21 日に鳥取県の中部に発生し
た地震の関連情報

2016 年 10 月 21 日 14 時 07 分頃に，鳥取県中部を震

源としたマグニチュード 6.6 の地震が発生しました．この

地震の震源域周辺の活断層と地質に関する情報を掲載しま

第 1 図　 震源周辺の活断層と地質（産業技術総合研究所資料，2016 年 10 月 22 日）．

1）産総研 地質調査総合センター 

す．本図は 2016 年 10 月 22 日開催の第 296 回地震調査

委員会（臨時会）資料としても用いられました． なお，記

載された内容につきましては，あくまで速報であり，今後

の調査研究の進展により修正・変更することがあります．

また，速報性を重視するため，位置図等につきましては十

分な精度がないものもあります．ご了承下さい．

第一報

震源付近には白亜紀の火山岩や古第三紀の花崗岩類が基盤として分布し、東側ではそれを新第三紀の火山岩類が覆っている。また、西方には大山の火山噴出物が広
がる。震源周辺には顕著な地質断層は知られていないが、南̶北から北北西̶南南東方向の短い活断層が複数分布する。また、震源の約 20km 東方には 1943 年
鳥取地震の地震断層など、東西方向の活断層が知られている。
本震位置は防災科研 Hi-net の自動処理震源、その他は、気象庁一元化処理の検測値を用いて産総研が再解析。背景は地理院地図と産総研地質図 Navi。

2015年 10月～2016年 8月までの震源

2016年 9月以降本震までの震源（M2以上）
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震源周辺の活断層と地質

*「債原断層」から「俵原断層」に修正等：新編日本の活断層 ( 活断層研究会編 , 1991) では「債原断層」となっているが、同活断層研究会編（1980) では「俵原断層」、同 地の地名では
　「俵原」となっていること等から「俵原断層」と表記することとした。また、同断層の確実度について記載ミスがあり、確実度 I に修正した。(2016/10/31)

倉吉

湯梨浜

産業技術総合研究所資料 (2016 年 10 月 22 日 )
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第二報　2016 年 10 月 26 〜 27 日の現地調査概要報告

鳥取県の震源域周辺を中心に現地調査を行いました． 

現地では明瞭な地表地震断層は確認されませんでした．

2016 年 10 月 21 日の 14 時 07 分に鳥取県中部におい

て，深さ 11 km を震源とするマグニチュード 6.6 の地震

平成 28 年（2016 年）鳥取県の中部に発生した 
地震に関する情報

「第二報」 2016 年 10 月 26 〜 27 日の現地調査概要報告（2016 年11 月 1 日）

吾妻     崇 1）・丸山     正 1）

https://www.gsj.jp/hazards/earthquake/tottori2016/tottori20161031.html　より転載

1）産総研 地質調査総合センター活断層・火山研究部門 

が発生しました．震源メカニズム解と余震の分布状況に基

づき，北北西 – 南南東走向の断層面で左横ずれの断層運動

が生じたと考えられています．本震の震央は，東伯郡三朝

町付近に位置しており，余震分布は倉吉市市街地付近から

北北西へ約 2 km，南南東へ約 10 km の範囲に広がってい

ます（第 1 図）． 

産業技術総合研究所では，この地震による地表地震断

第 1 図　�	 2016 年鳥取県中部の地震の本震及び余震分布と緊急調査の実施地点位置図．
	 産総研「地質図 Navi」の画像に調査地点等を加筆．震源分布のデータは，気象庁一元化処理検測値を用いて産総研で再決定したもの．
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写真 1　�余震分布域を横切る測線上（地点 1：円谷町 – 岩倉間の舗装
道路）で観察された開口亀裂．斜面下方側が落ちる重力性の
亀裂と解釈した．

層の出現の有無と被害状況の確認のため，吾妻と丸山の 2

名が，2016 年 10 月 26 日と 27 日の 2 日間に緊急調査を

実施しました．地表地震断層の出現の有無に関しては，余

震分布の帯及び国土地理院から公開されている InSAR 画

像で地殻変動境界にあたるような地域を横切る道路や，そ

れらの直上に位置する集落を対象としました．今回の調査

では，地表地震断層の出現は認められませんでした．M 6.5

～ M 7.2 の地震では，地表地震断層が出現する場合と出

写真 2　�本震の震央付近（地点 2：恩鳥）で観察された左横ずれもし
くは回転による移動を示すコンクリート道路接合部の開口．
周辺への延長が認められないため，地表地震断層を示すも
のではないと判断した．

写真 3　���本震の震央付近（地点 2：恩鳥）で観察された縁石の破壊．
左横ずれを伴わず，周辺への延長も認められないため，地
表地震断層を示すものではないと判断した．

写真 4　���倉 吉 市 内 の 白 壁 土 蔵（ 地 点 3）に み ら れ た 壁 材 の 崩 落． 
調査範囲内のその他の土蔵では，これほどの被害は認めら
れなかった．

現しない場合がありますが，今回は明瞭な活断層が分布し

ない地域で発生した M 6.6 の地震で，地表地震断層が出

現しなかったケースであると考えられます．

今回の緊急調査にあたり，鳥取大学の香川敬生教授，広

島大学の後藤秀昭准教授，株式会社パスコの小俣雅志氏に

は，地震発生直後に現地に入られたときの情報を教えて頂

きました．以上の方々に御礼を申し上げます． 

参考情報
•	 鳥取県中部の地質情報と震央分布（地質図 Navi）（https://gbank.gsj.jp/geonavi/geonavi.php?lat=35.44570&lon=13

3.87937&z=12&basemap=Google_Terrain&&layers=&ol=GsjTottoriQuake）

•	 鳥 取 県 中 部 の 地 震 の 3 次 元 震 源 分 布（3D PDF）（https://www.gsj.jp/hazards/docs/AIST_Tottori20161031.pdf） 

2015 年 1 月から 2016 年 10 月までに鳥取県中部地方で発生した地震の震源分布を 3D PDF ファイルで示します．※ダウンロードしてお使いください．

� ※いずれの URL も 2016 年 11 月 18 日確認


